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お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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阪南大学生協

学生生活スタートダッシュセミナー

取り組み概要

日時：3月13日（土）
場所：阪南大学フードコート環（食堂）
参加者数や組合員の反応：参加者数20名

POINT.1

阪南大学生協では、新入生がよりよい学生生活のスタートダッシュ
を切れるように、履修やバイトなどの学生生活や学科についての説明
やグループ内での交流を行いました。各グループは新入生3,4名の少
人数で構成されているため、新入生が話しやすい雰囲気が作られてい
て、新入生ひとりひとりに寄り添うことができていました。例えば、
学科説明もグループで行われていましたが、GLである学生委員は、
新入生の理解度や興味に合わせて話の進め方を調整でき、新入生の理
解につながっていました。また、休憩時間なども含め、積極的に新入
生に声をかけることで、和やかな空気を作ることができていました。
この企画では、新入生だけでなく、学生委員も笑顔で楽しんで運営

できていたのが良いと思いました！

学生生活についての説明

POINT.2

企画終了後、オプショナル企画として、キャンパスツアーと質問タ
イムがありました。オプショナル企画のグループは、新入生が決める
ことができ、様々な新入生や上回生と関わる機会を作っていました。
キャンパスツアーでは、新入生同士が楽しそうに話す姿が見られまし
た。
今後も関わった新入生のサポートを続けられると良いと思います。

キャンパスツアー

背景や概要：新入生に向けて、学生生活
や学部についての説明、キャンパスツ
アーを行いました。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 有家 綾乃] 

Ariie.Ayano@univ.coop

POINT.3

コロナが収束していない中で対面企画を行うには、感染対策が欠か
せません。この企画を運営するにあたっては、感染防止に注意を払い、
様々な対策を行っていました。手洗い・アルコール消毒の徹底、検温
のみならず、扇風機や空気清浄機を使って換気を徹底していました。
また、昼食時は前を向いて会話厳禁で食事をし、感染リスクの高い飛
沫感染を防ぐ努力がなされていました。

感染対策の徹底
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